
第2章市川市の現況
＇ 

2-1 市川市の地盤

1)市川市の地盤の分類

地震対策の出発点となるのは地盤条件の把握である。地域ごとの多種多様な施設に対して地簑応

答計算を行い精度の高い解析を得るためには、サイスミックマイクロゾーニングの考え方に基づい

た地震工学的に評価するための地盤の分類が必要とされる。

本調査では、まず、道路や鉄道の建設の際に行われたポーリングデータを利用し、・低地地域にお k

いて 3つの断面位置（図2-1-1)による地質断面（図2-1-2-4) を把握すると共に、沖積層等厚線図

（付図-1) を作成した。市川の低地の沖積層の基底は、過去70万年間に8回の氷期と間氷期のサイ

クルがあったといわれる氷河性海面変動によって形成された埋没谷や、埋没河岸段丘、波食台など

によって構成されており、複雑な性状をしている。

次に、表層地質の形状を地震工学的に整理する基礎作業として、 N値50に達する層忠での深さを

ボーリングデータから読み取り、等厚線を描いた（付図-2)、。 N値50に達する深さは複雑に変化し

ているが、ある程度の地域的なまとまりを見せている。

N値50に達する層を仮の地震基盤とし、その上に載る地層の性質に基づいて地盤分類を行った。

その結果41の地盤型が分類でき、かつ地盤型による地域区分ができた。その地域区分を500mメッ

シュによって示した（圏2-1-5)。

地震基盤に関して、一般に地震動の横波 (S波）の速度が500m/s以上になる第3紀層が地震基盤

として想定される。東京低地の東部に分布する江戸川層がこの地域の地震基盤として考えられてい

る。この江戸川層の頂面の深さを深井戸資料より解析し、地表からの深さ270mを市川市域共通の

地震地盤として設定した（表2-1-1)。

また、周波数応答計算や地簑応答計算を行う場合に必要な地盤を構成している堆積物のS波速度

や物性値を示し（表2-1-2)、それぞれの地盤型の柱状図をモデル、化して示した（表2-1-3)。
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図2-2-1 地質断面位置図
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